
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の質を高めるには？ 

教育課程の質的管理をするには？ 
教室をひらけば授業がかわる 教師の省察と協働を支援する 

週案簿活用モデルの作成 

━授業リフレクションの導入を通して━

学校経営 G   教育課程班             

長期研修員  岸  卓  松島 隆

<研究の柱> 

活用の流れの中で 

振り返り欄の設定 

授業リフレクション 

支援資料集  
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振り返り 
支援シート 

次年度の 
年間指導計画への反映

振り返り欄

週の指導計画 

ねらい 
内容 
手立て 

週案簿

自己リフレクション 

単元の 
指導計画の改善 

参観 授業研究会

対話リフレクション
集団リフレクション

・2.23 通知 
・日々の授業の振り返り（省察）

<週案簿活用モデル>

・ねらい、手立て⇒授業の構想を明確化

・振り返り欄⇒学びの事実への気付き 

・リフレクション⇒授業観への気付き 

<研究のまとめ> 

「週案簿から始める授業改善支援資料集（試案）」

週案簿を持っていると回答した被験者に

ついて、下の各項目が「ある」と回答し

た場合の記入状況(度数：人)
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時数

教科名

単元･題材名

メモ

行事

学習内容

日程

反省や気付き
本時の位置

付け
本時のねらい

教材･教具

課題

手だて
授業後の子

どもの変容
評価方法

評価の工夫
期待される

子どもの姿

記入している

記入していない

<実態調査> 

・記入が多いこと……量的管理に関する項目 
       （時数、教科名、単元名など） 
・記入が少ないこと…質的管理に関する項目 
（反省、気付き、本時のねらい、手立てなど） 

<週案簿の形式案> 

本時のねらい 

主な学習内容 

手立て 

振り返り 

学年・組・教科名 

   第 学期 第  週  

     日（月）  

予      

定      

 
ね
ら
い

    

第 内容
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振
り
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リフレクションとは 

子どもの 

学びの事実 
解釈 

「なぜ」を繰り返し、事実が起こった理
由を考える 

発言 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

態度や 

目線 

フィードフォワード情報
   フィードバック情報

・ ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ情報とは、先読み情報であり、
翌日以降の実践に役立つ情報 

 
・ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ情報とは、もう一度同じ実践を
するとしたらよりよい実践のために計画を
修正するのに役立つ情報 

参考文献：神戸大学発達科学部附属幼稚園、神戸大学発達科学部附属明石小学校、神戸大
学発達科学部附属明石中学校『平成 14年度研究開発実践報告書―「社会を創造する知性・
人間性」を育むことをめざした新しいｼｽﾃﾑの開発・第３年次』2003 

・プロンプターとは促進
者。リフレクションを
進行し、参加者のリフ
レクションを促進す
る人。 

プロンプター 

授業者 プロンプター 

この仕掛けがなかったら

なぜダメなのですか 

授業者の意図は○○だっ

たのですか 

何をどのようにどの程度
することを期待していた
のですか 

子どもが何に気づき、何を

考えたり感じたりしたと

思ったのですか 

プロンプターの問い 

肯定的発言 

○○さんは、あそこでこうしていたよ 

こんなことを考えていた

のでは？ 

○○ちゃんと一緒にいたか

らじゃない？ 

その前にこうしていたわよ 

集団リフレクションでかわされる問い 

集団リフレクション 

一人でもこうしていたよ 
・子どもの学びの事
実に着目する 
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